
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全身で楽しもう！ 

 

学校だより ちょうようざん 

令和 3年５月 25日発行 福山市立常石小学校      

眺洋山 学校教育目標 

自立・共生・自己実現 
6
月

2021 ホームページは 
こちらから→  



 

緊急事態宣言等による行事・活動等の変更について  

コロナウイルスの感染が再び広がっています。福山市では，５月７日から６月６日までを「緊急対処

期間」として，対策が強化されました。また，政府は，「新型インフルエンザ等対策特別措置法」に基づく

「緊急事態宣言」を広島県に発出しました。 

このような状況を踏まえ，以下のように行事等を変更することとしました。残念な部分もありますが，

感染拡大防止のため，ご理解いただきますよう，よろしくお願いいたします。 

【当面の行事・活動等の変更について】 

時期 行事・活動等 変更内容 

５月 運動会 延期（10月 2日を予定） 

6月 

修学旅行 延期（10月７・8日を予定） 

ようこそ美術館プロジェクト 延期 

水泳 中止（水泳補助を行う際，体を支える，手をもって泳がせる等，マスクな

しで密着する場面を避けられないため） 

体力テスト実施 現状分析し，楽しみながら体力を高める活動を行います。 
４月２７日に体力テストを実施しました。現在学校で行われてい

る体力テストの種目は，「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「反

復横とび」「２０m シャトルラン（往復持久走）」「５０ｍ走」「立ち

幅跳び」「ソフトボール投げ」の８種目です。今後は，結果をもとに

現状分析を行い，朝の時間の体力作りなどを改善していきます。

ただ，大切なのは，単に体力を高めるだけでなく，生涯に渡って運

動に親しむ素地を作ること。体を動かすことが楽しいなと感じる子

が一人でも増えるよう取り組んでいきたいと思います。 

栽培シーズンスタート 野菜や花の栽培に取り組んでいます 

様々な植物が芽吹くこの季節。生活科やワールドオリエンテー

ションの時間で，どのクラスも栽培活動を始めています。理科の植

物の成長，社会の農業生産にもつながる学習です。また，SDGｓで

言われている持続可能な社会を目指す意味でも，自然に触れる，

食べるものを自分たちで生産するという経験はとても大切な事だ

と考えています。梅雨が例年より早く育ちが心配ですが，うまく育っ

てくれればと思います。 

空き缶回収売り上げ 6,500円 今後も協力お願いします 

地域の方のご厚意により，常石小学校には，アルミ缶が持ち込まれています。この半年くらいで貯ま

ったものを業者に持ち込んだところ，6,500円の売り上げになりました。ありがとうございました。子ども

達の教材や学校環境整備に使わせていただきます。今後とも，ご協力のほどよろしくお願いします。 

６月の改装工事予定   

4階及び 3階のベランダ及び壁の耐震工事，また，3階の教室，１階奥の職員室工事が始まります。 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



やってみたいを実現する 
のびっこ 1組から素敵な招待状が届きました。 

なんでも自分たちでお化け屋敷を作ったとか。担任に聞くと，

どうやらこれには背景が。改装工事が始まった常石小学校は，

校舎全体が防音シートで覆われ，校舎内は昼間でも夜のように

暗くなったのですが，そのことが，子ども達の「お化けが出そう。

そうだ，お化け屋敷をやってみたい！」。につながったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室に繰り広げられたお化け屋敷。何度も何度も試し，改善し，実現にこじつけたとのこと。創意工夫

を重ね，自分たちのやりたいを実現させた子ども達の満足げな顔がそこにはありました。 

人に授けるに魚を以ってするは、人に授けるに漁を以ってするに如
し

かず 

老子の格言と言われている言葉（※諸説あり）に，「人に授けるに魚を以ってするは、人に授けるに漁

を以ってするに如ず（授人以魚 不如授人以漁）」というのがあります。これは，人は魚を与えると簡単

に食べることができるが，その人はその魚しか食べられない。一方で，魚の獲り方を教えてもらった人は，

その先，いろんな魚を食べることができる，という意味だそうです。 

子ども達が，「お化け屋敷をやりたい」といった時，担任は，「じゃあ先生がお化けになってあげるね」

と言ってお膳立てをし，楽しませることもできたはずです。でも，担任はそうはしませんでした。その代わり，

こう投げかけました。 

「じゃあ，それを実現させてみよう。どうやったらいいかな？」 

知識も物も与えるのは手っ取り早く簡単です。でも私たちは，それが果たして子どものためになるか

どうかは考えなくてはなりません。今回，子ども達はお化け屋敷の楽しさと同時に，自分たちのやってみ

たいを貫き，自分たちの力で実現させるすべや経験を手に入れました。この力はきっと次なるやってみ

たいに出会ったときに，自分たちで何とかしようとすることにつながっていくことでしょう。 

ブロックアワーの教科の学習も同様です。「人に授けるに魚を以ってするは、人に授けるに漁を以って

するに如ず」を意識しながら，子ども達が成長できる学校を目指していきたいと思います。 

届いた招待状 

上部：お化け屋敷の仕掛け 

左部：改善に向けて話し合う子ども達 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常石小学校写真館 春の遠足 
アリスト沼隈へ行きました！ 

先生も一緒に泥団子づくり 

きれいな団子ができたよ！ 新聞サークル 気になるニュースは？ 

モンシロチョウの羽化を観察中 外国語活動の一コマ 

その他の 

スナップ 


